
「婚
怪
草
紙
絵
巻
」

の
風
刺
に
関
す
る

一
考
察

別

役

恭

子

「婚怪草紙絵巻」の風刺に関する一考察

は

じ

め

に

浮
田

一
薫

(
一
七
九
五
-

一
八
五
九
年
)
は
幕
末
期

に
主

に
京
都

で
活
躍
し

た
復
古
大
和
絵
派

の
画
家

で
あ

る
。
田
中
訥
言

(
一
七
六
七
-

一
八
二
一二
年
)

や
岡
田
為
恭

(
一
八
二
一二
ー
六
四
年
)
等

と
同
様
、
粉
本
依
存
に
よ
る
当
時

の

衰
退
し
た
土
佐
派
、
住
吉
派

の
画
風
に
不
満
を
も
ち
、
平
安
、
鎌
倉

の
古
典
絵

巻
に
原
点
を
求
め
て
活
路
を
見

い
だ
そ
う

と
し
た
。

一
惹
は
安
政
の
大
獄

に
連

座
し
た
こ
と
も
あ
り
、

い
ま
だ
に
勤
王
派

で
復
古
大
和
絵

一
辺
倒
の
画
家
と
い

う
評
価
か
ら
抜
け
出
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
晩
年

の
力

作

「婚
怪
草
紙
絵
巻
」
(以
下

「婚
怪
草
紙
」
と
略
称
す
る
)
も
、
悪
化
し
た
朝

廷
と
幕
府

の
関
係
を
改
善
す
る
た
め
計
ら
れ
た
皇
女
稱
齶
が
徳
川
家
茂

へ
の
降

嫁

に
対
す
る
風
刺
絵
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
二
百
点
以
上

の

一
惹
の
作
品

に
実
際
接
し
、
調
査
し
て
み
る
と
、
は
た
し
て

「婚
怪
草
紙
」
が
通
説
ど
お
り

風
刺
絵
と
し
て
意
図
さ
れ
て
い
た
も

の
か
ど
う
か
、
疑
問
に
思
わ
れ
る
点
が
出

て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
も
う

一
度
作
品
に
戻

っ
て
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

本
絵
巻

の
由
来
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て

「婚
怪
草
紙
」
は
京
都

の
茶
舗
倉
田
玉
露
園

に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
熊

谷
鳩
居
堂

の
所
蔵
を
経

て
、

一
九
五
七
年

メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

へ
帰
し
た

も
の
で
あ
る
。
本
絵
巻

は
紙
本

一
巻
、
五
段
よ
り
成
り
、
各
段

に
続
く
部
分
は
、

片
ぼ
か
し
の
横
線
が
数
条
金
泥
で
引
か
れ
て
い
る
だ
け
で
詞
は
書
き
込
ま
れ
て

い
な
い
。
絵
巻

に
は
奥
書
も
落
款
も
な
い
が
、
箱
蓋

の
裏
側
に

「
一
惹
筆
」

の

署
名
と
花
押
が
墨
書

さ
れ
て
い
る
。
落
款

(図
1
)
は

「惹
」

の
字

の
心
の
部

分

の
最
初

の
線
を
少
し
左

に
反
ら
し
て
打
ち
込
む
筆
遣

い
や
、
全
体

の
字
の
形

態
、
既
存
す
る
署
名
と

の
比
較
か
ら

一
惹

の
自
筆
と
断
定

で
き
る
。

一
惹
が
作

品

の
中

で
花
押
を
使

っ
て
い
る
例

は
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
な
い
が
、
類
似

の
も
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Ψ

図1 浮田一惹

婚怪草紙絵巻

箱書の落款
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図2浮 田一意 婚怪草紙絵巻 第一段

図3浮 田一意 婚怪草紙絵巻 第二段

「婚怪草紙絵巻」 モ ノクロ写真撮影 はMMA

(メ トロポ リタ ソ美術 館写真部)に よる.
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図4浮 田一 惹 婚怪草紙絵巻 第三段

;

図6浮 田一恵 婚怪草紙絵巻 第五段
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の
は
収
集
し
た
作
品
資
料
の
中
に
も
見

つ
か

っ
て
お
り
、
花
押
を
繰
り
返
し
書

き
、
練
習
し
て
い
る
中

に
も
似
た
例
が
あ

る
。
花
押
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
、

絵
師

の
こ
の
作
品
に
対
す
る
特
別
な
思
い
入
れ
を
窺
わ
せ
る
。

そ
れ
で
は
ま
ず
図

の
流
れ
を
追

っ
て
み
よ
う
。
第

一
段
は
苔
む
し
た
邸

の
総

門
、
中
庭
で
、
秋
草

の
生

い
茂

っ
た
奥

の
庭
に
は
狐
が

一
匹
、
銀
色

に
光
る
月

の
方
に
向
か
い
何
か
を
待
ち
か
ま
え
る
か

の
如
く
座

っ
て
い
る
。
す
や
り
霞
が

建
物
と
あ
た
り

一
面
を
覆

い
、
狐
や
月
と
共
に
異
様
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し

て
い
る

(図
2
)。

第

二
段
は
花
嫁
狐

の
荒
れ
屋
敷

へ
、
花

婿
狐
側
か
ら
の
使
い
が
、
竹
文
と
祝

コ

か
ん
そ
く

こ
ラ

い
の
進
物
を
届
け
に
き
た
と
こ
ろ
で
、
内

で
は
そ
れ
を
衣
冠
束
撒
姿

の
狐
に
伝

じ
ゆ
う
こ
ひ
と
え

え
て
い
る
。
奥

の
泉
水
に
面
し
た
建
物

の
縁
側
で
は
十
二
単
を
ま
と

っ
た
花
嫁

も

ぐ
さ

狐
が
輿
入
れ

の
準
備
に
余
念
が
な
い
。
池

の
中
で
は
他

の
狐
達
が
藻
草
を
被
り
、

変
化

の
最
中
で
あ
る
。
残
り
の
狐
達
も
遅

れ
ま
い
と
、
建
物
を
縫

っ
て
池

へ
突

進
し
て
い
る

(図
3
)。

第
三
段
は
賑
や
か
な
花
嫁
狐

の
お
輿
入

れ
で
、
先
導
や
山
海

の
珍
味
を
担
ぐ

舗
赧
狐
達

に
続
き
、
花
嫁
狐
を
乗

せ
た
華

や
か
な
牛
車
が
、
離
藤
に
乗

っ
た
父

親
ら
し
い
装
束
姿

の
狐
に
見
守
ら
れ
て
進

ん
で
い
る
。
あ
ち
こ
ち
に
狐
火
が
漂

い
、
事

の
進
行
を
告
げ

て
い
る

(図
4
)。

第
四
段

は
い
よ
い
よ
婚
礼

の
宴
、
花
婿

と
花
嫁
狐
が
対
座
し
て
三
三
九
度

の

杯
を
交
わ
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
絢
爛
た
る
衣
装

に
身
を
包
ん
だ
花
嫁
狐
は
恥
じ

ら
う
か
の
如
く
、
顔
を
覆

っ
て
い
る

(図
5

カ
ラ
ー
)。

第
五
段
は
最
後

の
場
面
。す欝
越
し
に
夜
を
徹
し
て
踊
り
狂
う
舎
人
狐
達

の
所

へ
、
慌
て
ふ
た
め
い
た
使

い
の
狐
が
夜
明
け
を
告
げ

に
駆
け

つ
け
る
。
霞

の
蔭

よ
り
顔
を
出
し
た
朝
日
を
見

て
、
逃
げ

ま
ど
う
狐
達

の
姿

で
幕
閉

め
と
な
る

(図
6
)。

こ
う
し
て
絵

の
流
れ
を
見

て
い
く
と
、
「婚
怪

草
紙
」
に
は
古
絵
巻

か
ら

様
々
な
要
素
が
引
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
く
。
も
う
少
し
具
体
的
に
そ

の
例
を
調
べ
て
み
よ
う
。

古
絵
巻
か
ら
の
引
用

ま
ず
最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
既
に
秋
山
光
和
氏
、
辻
惟
雄
氏
に

よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り

「春
日
権
現
験
記
絵
巻
」

(以
下

「春
日
験

(
1

)

記
」
と
略
称
す
る
)、
第
三
巻
と
第
五
巻

か
ら
で
あ
る
。
「婚
怪
草
紙
」
第

一
段

(図
2
)
は

「春
日
験
記
」
第
五
巻
第

一
段
右
半
分
の
上
部

(図
7
)
を
引
用
し
、

「春
日
験
記
」
よ
り
も

一
層
輪
郭

の
は

っ
き
り
し
た
す
や
り
霞
を
使

い
、
構
図

を
整
え

て
い
る
。
「婚
怪
草
紙
」
第

二
段

(図
3
)
で
は

「春

日
験
記
」
第
五

巻
第
二
段
後
半

の
建
物
や
庭

の
構
図
が
ほ
ぼ
同
じ
形
で
転
用
さ
れ

(図
8
)
、

進
物
を
運

ん
で
き
た
舎
人
狐
達
は
、
「
春
日
験
記
」
第
三
巻
第
三
段

(図
9
A
)

と
第
四
段

の
人
物

(図
9
B
)
を
引
用
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
花
が
咲

き
誇
り
池

に
水
鳥

の
群
れ
が
泳
ぐ
、

の
ど
か
な

「春
日
験
記
」
中

の
景
色
は
、

秋
草
が
生

い
茂
り
狐
達
が
藻
を
う
ち
被
る
異
様
な
光
景

に
、
「婚
怪
草
紙
」

の

中
で
は
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る

(図
10

カ
ラ
ー
)
。
俗
信
に
よ
る
と
狐

の
化
け
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図7春 日権現験記絵巻 第五巻 第一段右半分上部

図8春 日権現験記絵巻 第五巻 第二段後半

図9A春 日権現験記絵巻 第三巻 第三段 使者の一行

図9B春 目権現験記絵巻 第三巻 第四段 荷を運ぶ使者
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図11『 しみのすみか物語』

に描 かれた藻 を被 る狐図12春 日権現験記絵巻 第三巻 第一段 室内情景

方
は
多
種
多
様
あ
る
が
、
本
図

の
よ
う
に

[あ
た
り
な
る
池

に
ひ
た
り
て
、
藻

を
と
り
、
頭
に
う
ち
か
ぶ
り
]
な
ど
し
て
狐
が
化
け
る
方
法
は

(図
11
)、
石

川
雅
望

の

『し
み
の
す
み
か
物
語
』

(文
化

二
年
)
や
草
双
紙

の
中

に
も
記
さ

れ
て
お
り
、

一
般
的

に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

「婚
怪
草
紙
」
第
四
段

の
婚
礼

の
場
面

(図
5
)
は
横
に
幾
分
延
長
さ
れ
、
人

物

(狐
)
の
数
も
増
加
さ
れ
て
い
る
が
、
部
屋
の
構
図
、
狐
達
、
几
帳
、
根
古

志
形

の
鏡
台
、
蒔
絵

の
硯
箱

の
配
置
な
ど
、
殆
ど

「春
日
験
記
」
第
三
巻
第

一

段

(図
12
)
と
第
二
段

(図
13
)
か
ら
借
用
し
た
も

の
で
あ
る
。
「春
日
験
記
」

で
は
関
白
忠
実
が
女
房
を
介

し
て
、
常
陸
守

に
扇
を
贈
る
光
景
が
、
「婚
怪
草

紙
」
で
は
見
事
に
婚
礼

の
場
面
に
早
変
わ
り
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
他

の

狐
達
が
几
帳

か
ら
首
を
突
き
出
し
た
り
、
襖

の
奥
か
ら
こ
ち
ら
を
覗
き
込
ん
だ

り
、
ひ

っ
く
り
返

っ
て
尾
に
火
を
灯
し
た
り
、
異
常

か
つ
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
光

景
を
繰

り
広
げ

て
い
る
。
更

に

「婚
怪

草
紙
」
の
最
終

場
面

(図
6
)
は
、

「春
日
験
記
」
第
五
巻

の
最
終
場
面
、
異
形
の
僧
、
天
狗
が
春
日
社

か
ら
の
使
者

来
訪
を
知
り
、
一
目
散
に
逃
げ
出
す
場
面

に
も
類
似
性
を
感
じ
さ
せ
る
(図
14
)。

「春
日
験
記
」
の
模
写
は
数
度
行
わ
れ
て
い
る
が
、

一
惹
も
原
在
明
、
林
康
足
、

冷
泉
為
恭
、
小
野
広
隆
等
と
共
に
、
天
保
十
二
年
か
ら
弘
化
二
年
ま
で
行
わ
れ

(2

)

た
模
写
に
参
加
し
て
い
る
。
現
在
東
京
国
立
博
物
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
の

模
写
か
ら
、
各
巻
の
筆
者
を
断
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
「婚
怪
草
紙
」

の
中
に

「春
日
験
記
」
第
三
巻
と
第
五
巻

か
ら
の
す
り
替
え
が
多

い
こ
と
を
考

え
る
と
、

一
惹
が
そ
れ
ら
の
巻
を
担
当
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
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図13春 日権現喰記絵巻 第三巻 第二没

形の僧の逃走図14春 凵権現験記絵巻 第五巻 第五
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図15鳥 獣人物戯画 甲巻 尾から火を出す狐

 

次

に
多
く
借
用
し
て
い
る
の
は

「鳥
獣
人
物
戯
画
」

(以
下

「鳥
獣
戯
画
」
と

略
称
す
る
)
か
ら
で
あ

る
が
、
「春
日
験

記
」
か
ら

の
要
素
が
特
に
認
め
ら
れ

な

い

「婚
怪
草
紙
」
第
三
段

に
一
番
頻
繁

に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深

い
。
「鳥
獣
戯
画
」
甲
巻

に
見
ら
れ
る
尾

か
ら
火
を
打
ち
出
し
て
い
る
狐

(図

15
)
や
、
兎
に
担
が
れ
た
唐
櫃

(図
16
)

は
、
ほ
ぼ
同
じ
形

で

「婚
怪
草
紙
」

(図
4
)
に
使
わ
れ
て
い
る
。
丙
巻
の
蓮

の
葉
を
被

っ
た
蛙

(図
17
)
や
賑
や
か

な
荷
車

の
進
行
状
況

(図
18
)
は

「婚
怪

草
紙
」

の
花
嫁

の
お
輿

入
れ
場
面

(図
4
)
に
す
り
替
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
丙
巻

の
猿
と
蛙

の
験
比
べ
の

一

齣
、
蓮
の
葉

に
す

っ
ぽ
り
と
顔
を
隠
し
た
猿
が
逆
立
ち
し
て
い
る
様

(図
19
)

は
、
そ

の
ま
ま

「婚
怪
草
紙
」
四
段

(図
5
)
に
使
わ
れ
て
い
る
。
更

に
扇
を

手
に
し
た
狐
と
、
木

の
葉
を
か
ざ
し
、
手
振
り
足
振
り
よ
く
舞
う
猿

の
姿

(図

20
)
は

「婚
怪
草
紙
」
第
五
段

(図
6

・
29
)、
舎
人
狐
達

の
踊
り
狂
う
場
面

に

巧
妙
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

一
意
が

「鳥
獣
戯
画
」
を
学
ん
で
い
る
こ
と
は

コ

意
手
写
粉
本
類
聚
冊
」

(名
古
屋

個
人
蔵
)
中

に
納

め
ら
れ
た

「蛙

の
相
撲
図
」
(図
21
)
の
模
写
か

ら
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ

の
他

に
も
、
甲
巻

に
出
て
く
る
荷
葉
の
台
座

に

神
妙
に
座
す
る
蛙
仏

の
前

で
、
猿
僧
正
が
周
忌
法
会

の
導
師
を

つ
と
め
て
い
る

場
面
を
模
写
し
た
も

の
も
あ
る

(図
22

京
都

個
人
蔵
)
。
し
か
し
、
こ
の
図

で
は
、
壺
装
束
姿

の
尼
狐
の
隣
で
目
頭
を
抑
え
て
い
る
入
道
猿
大
納
言

の
姿
は

省
か
れ
て
い
る
し
、
猿
僧
正
や
経
机

の
前
で
誦
経
す
る
狐
と
兎

の
供
僧

の
姿
も

原
本
そ
の
ま
ま
の
写
し
で
は
な

い
。
そ
れ
に
原
画
は
墨
書
き
だ
が
、

一
意

の
写

し
に
は
色
彩
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
原
画
を
利
用
し
て
自
分

の
絵
を
制

作
し
て
い
く
態
度
が
窺
え
る
。

現
存
す
る
日
本
絵
画

の
中
で
、
「鳥
獣
戯
画
」
は
鳥
や
動
物
が
擬
人
化
さ
れ

た
最
も
早
い
例
だ
が
、
江
戸
中
、
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
は
、
擬
人
化
も

鳥
獣

の
み
に
限
ら
ず
、
虫
や
魚
介
類
に
至
る
ま
で
広
範
囲

に
及
ん
だ
。
殿
様
蛙

達

の
行
列
を
六
曲

一
双
の
屏
風

に
描

い
た
渡
辺
南
岳

(
一
七
六
七
i

一
八

一
三

年
)
の

「殿
様
蛙
行
列
図
」
(奈
良

大
和
文
化
館
蔵
)
や
、
甲
虫
、

カ
マ
キ
リ
、

バ

ヅ
タ
の
軍
勢
が

カ
タ
ッ
ム
リ
の
大
砲
で
砲
撃
す
る
の
に
対
し
て
、
蝉
や
蜂
の

軍
勢
が
芋
虫

の
大
砲
で
応
戦
す
る
様
を
描

い
た
春
木
南
溟

(
一
七
九
四
-

一
八

七
八
年
)
の

「虫
合
戦
図
」

(大
阪

個
人
蔵
)
を
は
じ
め
、

カ
マ
キ
リ
、
バ

ッ

タ
・
蜂
が
・
稲
、
蔀
ボ
毳
、
締
麌

他
、
蘭
襷
が
ど
を
鉾
や
旗

の
よ
う
に
掲
げ
て
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図5浮 田一意 婚怪草紙絵巻 第四段



図10浮 田一慧 婚怪草紙絵巻 第二段 狐が藻をうち被る様子



図16弓 獣人物戯画 甲巻

兎に担かれた唐櫃

図17鳥 獣人物戯画 丙巻

蓮の葉を被った蛙

図18弓 獣人物戯画 内巻 進行中の荷車



　 図19鳥 獣人物戯画 丙巻 逆立ちする猿

行
進

し
て
い
る

「虫
行
列
図
」
等
が
あ

る
。
大
名
行
列

を
も
想
わ
せ
る
こ
の

(
3
)

「虫
行
列
図
」
は
、
松
村
景
文

(
一
七
七
八
-

一
八
四
三
年
)
、
中
島
来
章

(
一
七

九
五
1

一
八
七

一
年
)、
森
寛
斎

(
一
八

一
四
-
九
四
年
)、
西
山
完
瑛

(
一
八
三

三
1
九
七
年
)、
等

に
よ

っ
て
ほ
ぼ
同

じ
図
様

の
も

の
が
繰
り
返
し
描

か
れ
て

お
り
、
当
時
そ
れ
ら
の
絵
に
対
す
る
需
要
が
か
な
り
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。

一
九
八
七
年
三
月
十
三
日
、

ロ
ン
ド

ソ
の
サ
ザ
ビ
ー
で
行
わ
れ
た
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
の
カ
タ

ロ
グ
中
、
八
〇
七
番
に
も
同
様
な
図
柄

の

「虫
行
列
図
」

の
例
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
説
明

に
よ
る
と
、
金
砂
子
の
掃
か
れ
た
絹
地
に
ア
ッ
プ
リ

ケ
し
た
物
で
、
落
款
印
章
は
写
真
で
は
判
別
し
難

い
が
、
明
治
時
代

の
作
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
同
カ
タ

ロ
グ
三
七
六
番

に
は
、
広
重
と
国
芳

の
下
で
学
ん
だ

松
本
芳
延

(
一
八
三
八
i
九
〇
年
)
が
絵
付
け
し
た
、

一
対

の
大
型
花
瓶
が
出

て
い
る
。
龍
宮
城
を
遠
景

に
、
龍
神
と
刀
や
槍
で
武
装

し
た
魚
共
が
、
霊
玉
を

手
に
し
た
海
女
と
戦

っ
て
い
る
迫
力

に
満
ち
た
図
様

で
あ
る
。
こ
の
様
に
擬
人

化
の
風
潮
は
、
絵
画
や
版
画
の
領
域

に
と
ど
ま
ら
ず
、
工
芸

の
分
野
に
ま
で
広

が

っ
て
い
て
、
底
辺

の
広
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。

浮
世
絵
師

の
間

で
も
擬
人
化
の
傾
向

は
現
れ
て
お
り
、
歌
川
広
重

(
一
七
九

七
-

一
八
五
八
年
)
や
歌
川
国
芳

(
一
七
九
七
-

一
八
六

一
年
)
ら
の
作
品

に
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
特

に
国
芳
の
場
合
は
主
題
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

み
、

四
足
の
動
物
や
虫
類
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様

々
な
魚
や
植
物
か
ら
、
果
て
は

玩
旦
ハに
至

る
ま
で
を
、
「金
魚
づ
く
し
」、
「
ほ
う
づ
き
づ
く
し
」
や

「流
行
道
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図21 一惹か模写 した皀獣人物戯画の蛙図

uzz一 志 か怏'ナした弓獣人 物戯画、猿僧正 の周 忌法会の図

83



(4
)

外
こ
ま
づ
く
し
」
な
ど

に
見
事
な
表
現

で
描
き
出
し
て
い
る
。
内
容

は
風
刺
的

な
も

の
か
ら
戯
画
的
な
も
の
ま
で
多
様

で
あ
る
が
、
擬
人
化

の
風
潮
は
、
江
戸

中
、
後
期

に
顕
著
に
現
れ
た
特
徴
と
い
え

よ
う
。

擬
人
化

の
風
潮

の
中

で
、
狐

の
嫁
入
り
も
含
め
、
様
々
な
動
物

の
嫁
入
り
物

を
主
題

に
し
た
絵
が
あ
る
こ
と
を
、
指
摘

し
て
お
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
十

七
世
紀
半
ぼ
か
ら
十
八
世
紀
後
半

に
か
け

て
、
安
価
な
こ
と
も
手
伝

っ
て
、
江

戸
庶
民
の
問
に

『狐

の
娵
い
り
』
、
『鼠
の
よ
め
い
り
』、
『鶴

の
嫁
入
り
』
、
『ぼ

け
物
よ
め
入
り
』
な
ど
、

一
連

の
嫁
入
り
物

の
草
双
紙
が
人
気
を
集
め
て
い
た
。

そ
れ
等

の
中
に
は
、
人
間
世
界

に
於
け
る
通
常
な
出
来
事
が
、
性
的
事
柄
も
含

め
、

[異
類
に
よ
る
架
空
世
界
]

に
見
立

て
ら
れ
て
、
現
実
性

の
あ
る
表
現
で

(
5

)

楽
し
ま
れ
て
い
た
。
狐
の
嫁
入
り
の
話
は
、
上
方
絵
本

に
も

『祝
言
狐

の
む
ご

入
』
や

『絵
本
あ

つ
め
草
』

に
端
本
と
し
て
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
浸
透
性
が

窺
え
る
。
後
者

の
中

に
は
、
「婚
怪
草
紙

」
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
水
藻
を

被

っ
て
化
け
る
狐
の
図
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

異
類
の
嫁
入
り
物

の
中

で
も
特
に
狐

の
嫁
入
り
が
主
題
と
し
て
広
が

っ
て
い

っ
た
理
由
は
、
江
戸
中
期
以
降
、
と
り
わ
け
関
東
地
方

で
盛
ん
に
な

っ
た
稲
荷

(6
)

信
仰
と
結
び

つ
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「狐

の
娵
い
り
」

で
は
、

全
て
の
登
場
狐
が

[王
子
稲
荷
]
な
ど
江
戸

の
旦
ハ体
的
な
稲
荷
を
名
前
に
持

っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

[稲
荷

は
す
な
は
ち
狐
]
と
い
う
認
識
が
あ

っ
た
こ
と
が

(
7
)

窺
え
る
。
嫁
入
り
と
い
う
お
め
で
た
い
事
柄
と
稲
荷
を
背
景

に
、
狐
の
嫁
入
り

の
絵
は
、
縁
起
物
と
し
て
好
ま
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

絵
画

で
は
鈴
木
其

一

(
一
七
九
六
-

一
八
五
八
年
)
が
、
薄
靄

に
か
す
む
土

手

に
、
延
々
と
続
く
大
名
行
列
ま
が

い
の
狐

の
嫁
入
り

の
行
列
を
描

い
た
り

(
・
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

心
遠
館
蔵
)、
中
林
竹
溪

(
一
八

一
六
-
六
七
年
)
が
、
日

照
り
で
雨

の
降

る
山
道
を
狐

の
行
列
が
進

ん
で
い
る
様
を
描
い
た
り
し
て
い
る

(京
都

個
人
蔵
)
。
広
重
は
天
保
後
期
頃

の
三
枚
続
き

の
版
画
に
、
関
東
稲
荷

の
総
司
と
も

い
う
べ
き
王
子
稲
荷
に
因
ん
だ
狐

の
嫁
入
り
行
列
が
、
近
接
す
る

(
8
)

桜
の
名
所
、
飛
鳥
山
に
通
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
を
描

い
て
い
る
。

こ
の
図
な
ど

は
、
稲
荷
詣

で
の
人
々
相
手
に
、
格
好
な
土
産
物
と
し
て
供
さ
れ
た
ら
し
い
。

国
芳
に
も
天
保
期
の
作

に

「道
化
狐

へ
ん
化

の
け
い
こ
」
と

「狐

の
嫁
入
り
」

(9

)

な
ど
が
あ
る
。
前
者
は
師
匠
狐

の
ま
わ
り
で
、
弟
子
狐
達
が
変
化
を
修
行
し
て

い
る
真

っ
最
中
で
、
藻
を
う
ち
被
る
手
順
か
ら
、
狐
の
顔
と
尾

の
残
る
町
人
、

尾
先
だ
け
残

る
僧
、
化
け
終
わ

っ
た
美
人
と
、
変
化
の
上
達

の
状
況
が
、
国
芳

特
有
な
セ
ン
ス
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
王
子
稲
荷
ら
し
い
鳥
居
の

前
方
、
月
夜
の
杉
木
立
を
縫

っ
て
、
嫁
入
り
行
列
が
進
む
有
り
様
で
あ
る
。
先

頭
と
後
尾
は
完
全
な
狐
の
姿
だ
が
、
中
心

へ
向

か
っ
て
徐
々
に
形
相
が
人
間
に

変
じ
る
幻
想
豊
か
な
画
で
あ
る
。
狐
の
嫁
入
り
図
や
狐
を
主
体
と
し
た
図
は
、

教
訓
的
な
も

の
、
情
緒
豊
か
な
も
の
、
機
知

に
富
ん
だ
も
の
、
風
刺
的
な
も

の
、

幻
想
的
な
も

の
と
様
々
だ
が
、

か
な
り
の
需
要
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
数
々
の
作

品

に
よ
っ
て
わ
か
る
。

以
上
取
り
上
げ
た
以
外
、
第
三
の
要
素
と
し
て
認

め
ら
れ
る
の
は

「百
鬼
夜

行
絵
巻
」

の
最
終
場
面

で
あ
る
。

メ
ラ
メ
ラ
と
炎
を
放

つ
よ
う
な
真

っ
赤
な
太
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図23A百 鬼夜行絵巻

真珠庵本 最終場面

図23B白 鬼夜行絵巻 東京国立博物館本 最終場面

陽
が
空
に
昇
り
始
め
、
猿
や
兎
や
鬼
が
身
を
す
く
め
て
逃
げ
ま
ど
う
様
が
、
巧

け

つ
ま
ず

み
に

「婚
怪
草
紙
」
第
五
段
最
終
部
分

の
舎
人
狐
達
が
蹴
躓
き
な
が
ら
逃
げ
ま

ど
う
様
に
転
用
さ
れ
て
い
る

(図
6
)。
「百
鬼
夜
行
絵
巻
」
真
珠
庵
本

の
最
終

場
面

(図
23
A
)
に
は
東
京
国
立
博
物
館
本

の
最
後
に
出

て
く
る
、
こ
の
猿
、

兎
、
鬼
の
グ
ル
ー
プ

(図
23
B
)
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
猿
が
扇
で
陽
を
避

け
て
逃
げ
る
仕
草
は

「婚
怪
草
紙
」
の
狐

の
そ
れ
に
非
常

に
類
似
し
て
い
る
。

一
意
が
、
ど

の

「百
鬼
夜
行
」
本
を
参
考

に
し
た
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
妖
怪
変
化

の
世
界
に
対
す
る
興
味
は
、
十
分
裏
付
け
る
こ
と
が
出
来

る
。
「付
喪
神
絵
巻
」
は
煤
払
い
に
よ

っ
て
路
上
に
棄

て
ら
れ
た
古
器
物
達
が
、

人
間
に
復
讐
す
る
た
め
妖
怪
に
変
容
し
、
人
を
脅

か
す
が
、
結
局
護
法
童
子
に

よ
っ
て
改
心
さ
せ
ら
れ
、
成
仏
す
る
と
い
う
説
話

に
基
づ

い
た
室
町
時
代

の
絵

巻
で
あ
る
が
、

一
惹
は
、
こ
の
絵
巻
を
わ
ざ
わ
ざ
岐
阜
の
崇
福
寺
ま
で
出
向

い

て
模
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
敬
愛

の
師
訥
言
が
、
「加
茂
祭
礼
絵
巻
」

し
ん
し
や
く

を
下
地
に

「百
鬼
夜
行
絵
巻
」
や

「鳥
獣
人
物
戯
画
」
を
斟
酌
し
て
え
が

い
た

「異
形
加
茂
祭
図
」
(図
24

東
京

個
人
蔵
)
も
、

一
意
に
深

い
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
思
わ
れ
る
。

怪
奇
な
も

の
へ
の
関
心
は
、
既
に
縄
文
時
代
か
ら
芽
生
え
て
い
た
し
、
平
安

時
代

の
文
学

の
中

に
は
、
物

の
怪
や
鬼
が
し
ぼ
し
ぼ
登
場
し
て
い
る
。
絵
巻
物

の
世
界
で
も

「
六
道
絵
」
や

「地
獄
草
紙
」
益
田
家
本
甲
、
乙
巻
、
原
家
本

の

中

で
、
餓
鬼
や
獄
卒
や
怪
虫
ら
が
縦
横
無
人
に
活
躍
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
達
は
、
限
り
な
く
グ

ロ
テ
ス
ク
で
、
惨
た
ら
し
い
行
為
を
も
平
気
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で
行

っ
て
い
る
が
、
同
時

に
何
と
な
く
そ

の
姿

に
ユ
ー
モ
ア
が
滲

み
出
て
い
て

憎
め
な
い
。
見
ざ
る
べ
き
も
の
、
目
を
反
ら
し
た
く
な
る
も

の
へ
、
か
え

っ
て

興
味
を
引
か
れ
る
の
は
人
間
の
本
能

で
も
あ
る
が
、
醜
悪
な
も
の
、
怪
異
な
も

の
を

ユ
ー
モ
ア
を
駆
使
し
て
巧
み
に
と
ら
え
て
、
人
の
心

に
迫

っ
て
く
る
。

こ

れ
ら
の
絵
画
に
温
れ
出

て
い
る
遊
戯

の
精
神
は
、
既
に
取
り
上
げ
た
室
町
時
代

の

「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
や

「付
喪
神
絵
巻
」

に
も
受
け
継
が
れ
て
続

い
て
い
る
。

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
な
妖
怪
画
が
最
も
豊
富
に
現
れ
た
の
は

江
戸
時
代
で
、
そ
れ
は
個
性
的
な
画
家

の
誕
生
と
社
会
的
要
素
が
重
な
り
あ

っ

た
結
果
生
ま
れ
た
と
い
え
よ
う
。
特
に
十

八
世
紀
後
半

の
上
方
画
壇
は
、
超
個

性
的
と
も

い
え
る
曾
我
蕭
白

(
一
七
三
〇
1
八

一
年
)
や
長
沢
蘆
雪

(
一
七
五
四

-
九
五
年
)
ら
が
奇
想

の
翼
を
広
げ
活
躍

し
た
。
奇
矯
な
姿
で
目
前
に
迫

っ
て

く
る
蕭
白

の

「寒
山
拾
得
」
は
、
こ
の
伝
統
的
画
題

の
イ

メ
ー
ジ
と
は
お
よ
そ

か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「月
下
狸
図
」

(図
25
)
も
同
様

で
、
満
月
の
下

に

ご
ひつ
も
り

蝙
蝠
が

一
匹
上
空
に
飛
び
、
大
口
を
開
け

た
狸
が
腹
鼓
を
打

つ
様
は
、
陽
気
さ

よ
り
も
、
む
し
ろ
妖
し
い
雰
囲
気
が
漂

っ
て
い
て
、

一
惹

の
狸
や
狐

の
図
に
対

す
る
示
唆
を
何
と
な
く
感
じ
さ
せ
る
。

妖
怪
的
な
も

の
へ
の
興
味
は
、
版
本

の
普
及
も
手
伝

い
、
武
士
や
庶
民
の
間

で
非
常

に
高
揚
し
た
。
日
本
伝
承
妖
怪

の
形
態
を
網
羅
し
た
、
鳥
山
石
燕

の

『百
鬼
夜
行
』
三
巻

三
冊
が
安
永
五

(
一
七
七
六
)
年

に
出
版
さ
れ
て
人
気

を

博
し
、
安
永
八
年
に
は

『続
百
鬼
』
三
巻

が
、
そ
し
て
同
十
年

に
は

『百
鬼
夜

行
拾
遺
』
三
巻

一
冊
が
次
々
に
出
版
さ
れ

る
勢

い
だ

っ
た
。
石
燕

の

『百
鬼
夜

行
』
が
如
何

に
評
判
に
な

っ
て
い
た
か
は
、
大
田
南
畝
が

『
四
方

の
あ

か
』

(天
明
元
年
、
文
化
五
年
)
の
中

で
、
[あ
る
ま
ぼ
ら
な
る
垣

の
や
ぶ
れ
よ
り
白

き
か
ひ
な
さ
し
い
で
〉
布
施
す
る
さ
ま
近
頃
石
燕
翁

の
ゑ
か
け
る
百
鬼
夜
行

の

図
に
似
た
り
…
…
]
と
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ

の
後
も
百
鬼
夜
行
熱
は
冷

め
な
か

っ
た
と
み
え
、
石
燕
は

『百
鬼
徒
然
袋
』
三

巻

一
冊
を
天
明
四

(
一
七
八
四
)
年
に
あ
ら
わ
し
、
そ

の
後
再
び
文
化

二

(
一

(
10
)

八
〇
五
)
年
に
も
出
て
い
る
。
当
時

[百
物
語
]
と

い
う

一
種

の
怪
談
会
が
狂

は

や

歌

の
同
人
の
間
で
も
流
行

っ
て
い
た
。
四
方
赤
良

(大
田
南
畝

・
蜀
山
人
)
、
宿

屋
飯
盛
、
山
東
京
伝
な
ど
知
名
な
狂
歌
師
達
が
集
ま
り
、
百
物
語

の
百
鬼
夜
狂

へ

ず

つ
と
う
さ
く

の
会
を
催
し
た
こ
と
が
平
秩
東
作

の

『狂
歌
百
鬼
夜
狂
』

一
冊

(天
明
五
年
)

に
記
さ
れ
て
い
る
し
、
文
政
三
年
に
は
版
を
重
ね
て
い
る
。
こ
う
し
た
江
戸
狂

歌
師

の

『狂
歌
百
鬼
夜
狂
』
に
対
抗
し
て
、
上
方

で
も
天
保
元

(
一
八
三
〇
)

年

『狂
歌
百
鬼
夜
興
』

一
冊
が
菊
農
屋
の
編
で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

江
戸
に
限
ら
ず
、
上
方

に
お
い
て
も
妖
怪
熱
の
蔓
延
ぶ
り
が
窺
え
る
。

浮
世
絵
師

の
中
で
も
、
こ
の
分
野
で
特
異
な
才
能
を
発
揮
し
た
の
は
北
斎

で
、

(
11

)

初
期

の

「新
版
浮
絵
化
物
屋
鋪
百
物
語
の
図
」
か
ら
頭
角
を
現
し
て
い
る
。
化

物
屋
敷

に
透
視
画
法
を
導
入
し
て
、
怪
物

の
出
現
に
恐
れ
お
の
の
く
人
々
の
姿

に
迫
真
性
を
加
え
て
い
る
。
北
斎

の
妖
怪
奇
異
な
世
界
は
、
馬
琴
と
の
組

み
合

わ
せ
の
下
に
絶
好

の
場
を
得

て
、
ま
す
ま
す
磨
か
れ
て
い
っ
た
。
文
化
四
年
か

ら
八
年

に
出
た
馬
琴
と

の
代
表
作

『椿
説
弓
張
月
』

に
現
れ
る
怪
獣
や
妖
怪
像

は
、
想
像
に
絶
す
る
も

の
で
、
そ
れ
ら
は
逆
に
ま
た
読
者
達
の
想
像
力
を
か
き
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立
て
て
、
読
本
の
普
及

に
拍
車
を
か
け
た
に
違

い
な
い
。
読
本
熱

の
低
下
後
も

北
斎

の
創
造
力
は
衰
え
な
か
っ
た
。
五

つ
の
怪
談

の
著
名
場
面
を
描

い
た
五
枚

揃
い
の

「
百
物
語
」
は
、
幼
児

の
生
首
を
鷲
掴
み
に
し
て
お
ど
ろ
お
ど
う
し
い

笑
み
を
う
か
べ
る

「笑

い
は
ん
に
ゃ
」
や
、
口
を
開
け
た
破
れ
提
灯
に
宿

っ
た

(
12

)

「
お
岩
さ
ん
」

の
亡
霊
な
ど
、
ど
れ
も
独
自

の
着
想
を
展
開
し
て
い
る
。

北
斎

に
劣
ら
ず
、
そ
の
後
独
創
的
な
奇
怪
表
現
を
次
々
に
展
開
し
た
の
は
、

国
芳
で
あ

っ
た
。
国
芳

の
場
合
、
北
斎

の
作
品
に
現
れ
た
陰
影
を
よ
り

一
層
強

調
し
て
、
近
代
洋
画
的
感
覚

の
奇
想
を
発
揮
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
枚
続
き

あ
る
い
は
五
枚
続
き
の
形
態
を
フ
ル
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
劇
的
効
果
を

上
げ

て
い
る
。
「相
馬

の
古
内
裏
」
で
は
、
陰
影

つ
き

の
骸
骨
が
、
三
枚
続
き

の
画
面
の
ほ
ぼ
右
半
分
を
占
め
る
。
暗
闇
か
ら
勇
士
大
宅
太
郎
光
国

の
頭
上
に

現
れ
た
大
骸
骨

の
奇
抜
さ
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
解
剖
学
的
正
確
さ
を
も
兼
ね

備
え
た
こ
の
図

は
驚
異

の
一
語
に
尽
き
る
。
「大
物
之
浦
平
家

の
亡
霊
」

で
は
、

平
家
の
亡
霊
が
、
大
き
く
う
ね
る
浪
間

の
蔭
よ
り
妖
怪
と
な

っ
て
、
怒
濤
に
翻

弄
さ
れ
る
義
経
主
従

の
船

へ
襲

い
か
か
る
。
不
気
味
な
蔭
を
な
す
妖
怪
達
は

「百
鬼
夜
行
」
東
京
国
立
博
物
館
本

の
最
終
場
面
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
。
国
芳

図25曽 我蕭白

月下狸図
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(
13

)

は
批
判
精
神
も
旺
盛
で
、
天
保

の
改
革
を

「源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図
」

で

風
刺
し
た
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。

以
上
見

て
き
た
よ
う
に
、
妖
怪
奇
異
な
世
界

へ
の
興
味
は
継
続

し
て
き
た
が
、

江
戸
時
代

に
入

っ
て
、
個
性
的
な
画
家

の
誕
生
と
と
も
に

一
層
顕
著
に
な

っ
た
。

そ
し
て
版
本
や
浮
世
絵
版
画

の
普
及
に
よ

っ
て
、
広
範
囲
な
階
層

へ
浸
透
し
て

行

っ
た
。
北
斎
や
国
芳
等
の
絵
師
達
が
多
種
多
様
な
妖
怪
画
を
生
み
出
し
て
い

た
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
当
時

の
社
会

で
需
要
が
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る

(
14

)

と

い
え

よ

う

。

古
絵
巻
以
外
の
要
素

一
意
が
古
絵
巻
か
ら
滋
養
分
を
存
分
に
吸
収
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て
い
る

こ
と
は
既

に
明
ら
か
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
「婚
怪
草
紙
」
に

は
古
絵
巻
と
は
や
や
異
な

っ
た
感
覚
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
即
ち
、
同
時
代

に
活
躍
し
た
個
性
的
な
絵
師
達
が
創
造
し
た
世
界
に
繋
が

る
感
覚
が
、
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
濃
淡
を
対
照
的
に
使

う
彩
色

の
仕
方
、
雲
や
屋
根

に
現
れ

た
、

た
ら
し
込
み
の
用
法
、
極
限
に
誇
張

さ
れ
、
画
面
全
体
を
通
し
て
執
拗
に

打
た
れ
た
点
苔
、
短
い
線
で
繰
り
返
し
描

か
れ
た
水
面
や
水
藻
な
ど
は
、
大
和

絵
よ
り
も
む
し
ろ
鈴
木
其

一
の

「夏
秋
溪
流
図
」
(図
26

東
京

根
津
美
術
館

蔵
)
な
ど
に
見
ら
れ
る
世
界
に
、
よ
り
近

い
繋
り
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ

は
ま
た
、
同
時
代
に
活
躍
し
た
北
斎
や
国
芳
等

の
作
品
の
中
に
脈
打

っ
て
い
る

[幻
想
と
奇
想

(融
暮
餌ω§
ω
①
民

①8
Φ
暮
「冨

)」

の
造
形
精
神

に
も
通
じ
る
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
「婚
怪
草
紙
」
で
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
の
は
、
全
巻

に
流
れ
て

い
る
洒
落
、
或

い
は
戯
れ
の
精
神
で
あ
る
。
そ
れ
は
古
典
絵
巻
か
ら
の
す
り
替

え
を
、

い
と
も
見
事
に
行
う
こ
と
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
齣
毎

に

劇
的
変
化
を
遂
げ
て
現
れ
る

「春
日
験
記
」
中

の
人
物
や
建
物
、
「鳥
獣
戯
画
」

や

「百
鬼
夜
行
」
中

の
動
物
や
怪
物
達

は
、
そ
れ
な
り
の
知
識
を
所
有
し
た
絵

巻
愛
好
家
達

に
と

っ
て
は
、
そ

の
典
拠

は

一
目
瞭
然

で
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

そ
れ
は
天
明
、
寛
政
期

に
宿
屋
飯
盛
、
尻
焼
猿
人

(酒
井
抱

一
)、
四
方
赤
良

な
ど
に
よ
り

一
世
を
風
靡
し
た
狂
歌

の
世
界
に
も
相
通
じ
る
も

の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
即
ち
、
共
通
な
知
識

の
持
ち
主
達
に
は
、
洒
落
や
同
音
異
義
語

に

託
し
て
読
ま
れ
た
狂
歌
も
、
即
座

に
解
読
出
来
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
に

一
種

の
満
悦
感
や
遊
戯
性
を
味
わ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

画
題
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

[婚
怪
]
と
い
う
熟
語
は
辞
書

に
は
何
処

に

(
15

)

も
見
あ

た
ら
な

い
。
同
音
異
義
語
、
[吼
曦
]
は
、

[狐

の
鳴

き
声
、
転
じ

て

狐
]
と
、
出
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、

[婚
怪
]
は

一
惹
が
創
り
出

し
た
言
葉

だ
と
思
わ
れ
る
。
「婚
怪
草
紙
」
の
場
合
、
詞
書
が
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、

劇
的

シ
ー
ン
の
移
り
替
わ
り
に
面
白
味
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
早

い
テ
ン
ポ

で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
詞
書
で
足
踏

み
す
る
よ
り
も
、

蓄
積
さ
れ
た
鑑
賞
者

の
知
識
を
基
に
、
む
し
ろ
絵
の
醍
醐
味
を
味
わ
わ
せ
る
の

が
、
画
家
の
意
図
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

全
体

の
構
図
を
見
て
も
、
最
初

の
奇
怪
的
な
世
界

へ
の
導
入
部
と
幻
想
が
覚
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め
る
終
結
部

は
、
霞
で
し
め
く
く
り
、
け
じ
め
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
各
段

の

長
さ
も
、
ほ
ぼ

2
3
3
1
2
と
い
う
比
率

で
描
か
れ
、
始
め
と
終
わ
り
の
段
は

同
じ
テ
ン
ポ
で
、
三
三
九
度

の
交
わ
さ
れ
る
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
第
四
段
は
最

短

で
、
か
つ
最
も
華
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
所
か
ら
も
、
十
分
考
慮
さ
れ
た
構

図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『昔
男
画
語
』

に
示
さ
れ
た

一
惹

の
絵
画
観

次
に

「婚
怪
草
紙
」
も
含

め

一
惹

の
作
画
態
度
を
理
解
す
る
た
め
、
絵
画
に

(
16

)

関
す
る
様
々
な
心
構
え
が
記
さ
れ
た

『昔
男
画
語
』

(国
立
国
会
図
書
館
蔵
)
を

調
べ
て
み
よ
う
。
こ
れ
は

一
意
が
江
戸
滞
在
中

(嘉
永
六
ー
安
政
元
年
)
、
口
述

ま
と

し
た
事
柄
を
門
人

の
福
島
隣
春

(
一
八

一
一
-
八
二
年
)
が
筆
録

し
て
纏

め
た

も
の
で
あ
る
。

一
惹
が
模
写
を
重
視
し
た
こ
と
が
次

の
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

草
稿
を
粉
本
と
云
う
は
漢
土
に
て
は
今
は
な
く
、
名
は
か

へ
り
て
日
本
に

残
る
と
な
り
。
画
た
る
上
を
白
彩

(ゴ
フ
ン
ー
原
註
)
に
て
消
、
又
上

へ

画
な
り
。
予
は
は
り
が

み
に
て
何
編

(遍
)
も
直
す
と
也
。
常
草
画
を
か

く
に
も
下
画
を
十
分

に
、
総
か
る
く
念
押
し
て
画
と
な
り
。
焼
筆
に
て
何

編

(遍
)
画
く
よ
り
早
し
。

常
に
画
を
ま
な
ぶ
に
故
人
の
絵
を
筆
意
に
極
々
心
を
用
い
て
写
し
置
。
唐

紙

へ
其
通
り
に
ギ

(擬
)
筆
を
す
る
心
得
に
て
画
く
べ
し
。
後
々
に
は
我
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物

に
お
の
ず
か
ら
な
る
べ
し
。
(五
三
頁
)

ま
ず
前
半

で
は
、
草
体
の
絵
を
描
く
折
り
で
さ
え
下
絵
を
充
分
に
作
る
と
い
う
、

下
絵
を
作

る
こ
と
の
重
要
性
を
説

い
て
い
る
。
そ
し
て
後
半

で
は
、
絵
を
学
ぶ

時
は

[故
人

の
絵
]
を
細
心

の
注
意
を
払

い
、

[擬
筆
を
す
る
]
よ
う
な
心
構

え
で
写
し
取
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
れ
を
行

っ
て
い
れ
ば
自
然

に
自
分

の
物

に

な
る
と
説

い
て
い
る
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
更
に
そ
の
主
張
を

一
歩

進
め
て

と
、
絵
を
描
く
に
は
、
ま
ず
古
典

か
ら
学
ぶ
手
段
を
説
き
、
役

に
た
つ
よ
う
な

所
を
、
持
ち
駒
を
豊
富

に
常
に
写
し
て
お
く
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

絵
巻
を
写
す
の
は
部
分

で
も
事
足
り
る
が
、

い
く
ら
沢
山
良

い
絵
巻
を
写
し
て

持

っ
て
い
て
も
、
自
分

で
絵
に
使
う
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
宝
物
で
あ

っ
て

も
何

の
役

に
も
立
た
な
い
、
と

い
う
積
極
的
な
態
度
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

以
上

の
こ
と
が

「婚
怪
草
紙
」

の
中

で
実
際
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に

指
摘
し
た
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
人
物
描
写
に
つ
い
て
も
、
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画
を
図

る
に
常
々
道
旦
ハを
こ
し
ら

へ
置
べ
し
。
道
旦
ハと
は
、
た
と
は
ゴ
出

陣

の
所

は
何

の
画
中
又
は
在
郷
馬
抔

(な
ど
)
は
中
将
姫
画
巻

(当
麻
曼

荼
羅
縁
起
)
と
い
ふ
よ
ふ
に
証

に
な

る
べ
き
所
々
を
常
々
写
し
を
き
た
る

よ
し
…
…
(五
五
頁
)

人
物
は
大

か
た
画
巻
物

に
よ
り
て
画
と
き
は
能
動
く
也
。
た
ゴ
人
形
を
な

ら
べ
た
る
如
く
み
ゆ
る
は
忌
。
顔
も
兄
弟

の
様

に
何
人
画

て
も
同
じ
様
な

る
わ
う
し
。
画
巻
は
大
勢
画
た
る
所
抔

(な
ど
)
、
ひ
と
り
く

顔
不
同

事

(
お

な

じ

な

ら

ざ

る

こ
と

)
、

心

す

べ

し

。

(五

五
頁

)

と

、

そ

し

て

ま

た
、

絵
巻
を
写

は
大
方
抜
写

に
て
も
こ
と

た
る
べ
し
。
職
人
な
れ
ぽ
種
々
道
旦
ハ

を
常
々
作
り
置
様
な
る
も
の
な
り
。

た
と

へ
何
程
よ
き
画
巻
を
沢
山
其
ま

ま
に
写
置
た
り
と
も
画
に
用
る
事
を
し
ら
ざ
れ
ば
、
只
宝
物

に
て
ゑ
き
な

し
…
…

(二
頁
)

と
、
動
き
と
個
人
性
の
あ
る
描
写
を
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
べ

き

で
あ
ろ
う
。
「婚
怪
草
紙
」
を
よ
く
調
べ
る
と
、

一
見
同
じ
よ
う

に
見
え
る

狐
顔

に
も
、
わ
ず

か
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
狐
相
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
く
。

古
曲
ハの
模
倣
を
基
礎
と
し
て
得
た
知
識
を
基
に
、
適
当
な
材
料
を
自
分
で
選

択
し
、
自
由

に
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
自
分

の
世
界
を
築
く
態
度

は
、
充

分

「婚
怪
草
紙
」

に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
て
い
る
。



「婚怪草紙絵巻」の風刺に関する一考察

風
刺

の
問
題

今
ま
で

一
惹

の
制
作
態
度
や
作
画
背
景

を
解
明
し
て
き
た
が
、
こ
の
辺
で
風

刺

の
問
題
を
検
討
し
よ
う
。
現
在
ま
で

「婚
怪
草
紙
」
は
悪
化
し
た
朝
廷
と
幕

府

の
対
立
を
融
和
す
る
た
め
、
幕
府
側

に
よ

っ
て
謀
ら
れ
た
和
宮

の
将
軍
家
茂

へ
の
降
嫁

に
対
す
る
風
刺

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
そ

う
と
は
断
定

で
き
な

い
節
が
あ
る
。

ま
ず
嘉
永
末

か
ら
安
政
初
め
に
か
け
て
、

一
惹
は
信
州
松
本
地
方

へ
旅
を
し
、

江
戸
ま
で
下

っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
、
既

に

「婚
怪
草
紙
」

の
下
準
備
と
で
も

い
う
べ
き
狐

の
嫁
入
り
図
を
掛
軸
や
屏
風

に
描

い
て
い
る
し
、
「婚
怪
草
紙
」

自
体
も
和
宮

の
降
嫁
以
前

に
完
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
風
刺

に
つ
い
て
は
、

一
意
が
安
政
の
大
獄
に
連
座

し
た
折
り
、
問
題
に
な

る
は
ず
で
あ
ろ
う
が
、
決
裁
書
に
は
風
刺

の
件
は
、

一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。

ひ
き
や
く

松
本

へ
は
、
こ
れ
以
前

に
も
訪
れ
て
い
る
が
、
地
元
の
飛
脚
問
屋
で
国
学
、

和
歌
を
能
く
し
た
近
藤
茂
左
衛
門

(
一
七
九
九
ー

一
八
七
九
年
)、
歌
道
、
書
道

に
熟
達

し
た
山
本
貞

一
郎

(
一
八
〇
三
-
五
八
年
)
兄
弟
と
の
親
交
や
、
在
京

中
交
誼

の
あ

っ
た
松
本
出
身
の
文
人
達

の
勧
誘
が
、
再
度
に
わ
た
る
遊
歴

の
動

機
と
な

っ
た
よ
う
だ
。
松
本
藩
で
は
、
今
井
、
笹
井
、
倉
科
、
奥
村
等
著
名
な

商
家
に
宿
泊

し
て
い
た
が
、
滞
在
中
絵
筆
を
揮

っ
て
い
た
こ
と
が

一
惹

の
残
し

た
絵
に
よ

っ
て
も
わ
か
る
。

近
藤
茂
左
衛
門
は
松
本
町
大
名
主
近
藤
茂
左
衛
門
弘
美
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
、
家
名
堤
屋
を
嗣
ぎ
、
大
名
主
の
職
を
務

め
た
。
家
業
を
踏
襲
し
て
飛
脚
問

屋
、
酒
屋
、
お
よ
び
薬
屋
を
も
兼
業
す
る
繁
栄
ぶ
り
だ

っ
た
。
近
藤
家

は
代
々

歌
道

に
趣
味
を
有
す
る
人
が
多
く
、
両
親
も
歌
道
に
通
じ
た
家
族
だ

っ
た
。
茂

左
衛
門
も
弟

の
禎

一
郎
も
出
雲
の
国

の
神
官

で
桂
園
流
を
修
め
た
中
村
文
太
夫

守
臣
に
つ
き
国
学
を
学
ん
だ
。
飛
脚
問
屋
の
職
務
上
、
京
都
、
江
戸
と
の
文
通

も
自
由
に
行
え
た
こ
と
か
ら
、
京
都
方
面

の
文
人
墨
客
と
の
交
流
も
多
か
っ
た
。

一
意
と

の
交
際
も
そ
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
両
者
に

共
通
し
た
斯
道
、
歌
道
、
画
道

へ
の
興
味
を
通
じ
て
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
近
藤
家
は
祖
父
の
代
よ
り
水
戸
邸

へ
地
元
の
麻
苧
之
御
用
達
を
務

め
た
こ
と
か
ら
、
茂
左
衛
門
、
貞

一
郎
兄
弟

は
、
水
戸

の
烈
公
よ
り
水
戸
学

の

精
神
を
会
得
し
て
い
た
。
両
者
と

の
交
わ
り
は
、
精
神
面
で

一
惹

に
も
深
い
影

(
17
)

響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

信
州
訪
問

の
理
由
と
し
て
も
う

一
つ
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
ひ
と

つ
の

エ
ビ

お
お
ぎ
ま
ち

ソ
ー
ド
で
あ
る
。

一
惹
は
か

つ
て
京
都

の
正
親
町
三
条
家
に
お
い
て
、
松
本
出

身

の
百
瀬
仁
左
衛
門
に
会

っ
て
い
る
。
百
瀬
が
そ
の
折
り
、

一
意

の
狼
の
図
を

見
て

[是
は
犬
な
り
、
狼

に
あ
ら
ず
]
と
批
判
し
、
信
州
は
積
雪

の
折
り
餓
え

た
狼
が
餌
を
求

め
て
里

に
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
見
に
来
る
よ
う
に
勧

(18

)

め
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
真
偽

の
程
は
計
り
難

い
が
、
信
州
滞
在
中
動
物

の

絵

は
結
構
描

い
て
お
り
、
そ
れ
も
目
的

の

一
つ
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
も

無
理
は
な

い
。
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図27浮 田一葱 狐狸豊年踊図

(
19

)

 ま
ず
嘉
永
五
年
九
月
二
十
九
日
に
京
都

を
出
発
し
、
松
本
地
方
で
正
月
を
迎

え
、
翌
六
年
二
月
十
九
日
ま
で
滞
在
し
た
が
、

一
惹

に
と

っ
て
は
、
収
穫
の
多

い
旅

で
あ

っ
た
。
途
中
、
中
山
道
河
渡

の
宿
屋
で
、
三
味
線
を
爪
弾
く
肥
満
な

田
舎
遊
女

の
前

に
畏
ま

っ
て
座

る
自
画
像

を
、
「人
物
戯
画
」
(東
京

大
倉
集

古
館
)
に
描
い
た
り
、
上
機
嫌

の
恵
比
寿

と
、
浮
か
れ
踊
る
大
黒
の
姿
を

「
二

福
神
」

(名
古
屋

個
人
蔵
)
に
描

い
た
り

し
て
い
る
。
そ
の
他
、
古
典
大
和
絵

に
取
材
し
た
も

の
、
大
津
絵
を
踏
襲
し
た
も
の
か
ら
創
作
も
の
ま
で
、
様

々
な

絵
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
で
も
特
に
注
目
を
引
く
の
は
、
「狐
狸
戯
画
」

(東

京

畠
山
記
念
館
蔵
)、
「婚
怪
図
屏
風
」
(
一
宮

個
人
蔵
)
や

「す
す
き
と
狐
」

(京
都

個
人
蔵
)
な
ど
、
狐
や
狸
を
主
題

に
し
た
作
品

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
旅

立

つ
前

の
年
、
即
ち
嘉
永
四
年
秋
制
作
し
た

「狐
狸
豊
年
踊
図
」

(図
27

名

古
屋

個
人
蔵
)
で
も
、
既
に
狐
と
狸

に
対
す
る
特
別
な
興
味
が
示
さ
れ
て
お

り
、
旅
先

で
も
、
そ
れ
ら
を
主
題
と
し
た
絵

の
可
能
性
を
色
々
模
索
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
何
と
い

っ
て
も
、
こ
の
時
期

一
意
が
最
も
意
欲
を
燃
や
し
て
取
り

組

ん
で
い
た
の
は
、
[狐
の
嫁
入
り
]
の
テ
ー

マ
で
あ
ろ
う
。
「狐
狸
戯
画
」

で

(
20
)

は
、
狸
を
右
幅

に

(図
28
A
)、
狐
を
左
幅

(図
28
B
)
に
そ
れ
ぞ
れ
描
き
分
け

て
い
る
。
右
幅
は
、
狸
達

の
花
見
の
宴

で
、
下
方

の
狸
達

は
酒
盛
り
の
真

っ
最

中
だ
が
、
左
幅
は
、
萩

の
乱
れ
咲
く
野
原
を
、
狐

の
嫁
入
り
の
行
列
が
進
ん
で

お
り
、
皓
々
と
輝
く
満
月
が

一
行
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
。
上
部

の
蔀
戸
に
乗

っ
た
父
親
狐

の
群
れ
と
下
部

の
牛
車
に
乗

っ
た
花
嫁
狐

の
群
れ
は
、
掛
幅
と

い

う
縦
長

の
形
態
を
利
用
し
て
ジ
グ
ザ
グ
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
狐

の
数
や
華
や

か
さ
に
は
欠
け
る
も

の
の
、
「婚
怪
草
紙
」
第
三
段
と
同
じ
構
想

で
あ
る
。
牛

え

ぼ

し

車

の
横

で
木
の
葉

の
鳥
帽
子
を
つ
け
、
胸
を
張

っ
て
踊

っ
て
い
る
狐
は
、
前
年

作

の

「狐
狸
豊
年
踊
図
」

の
狸

の
ポ

ー
ズ

(図
27
)
に
既

に
使

っ
て
お
り
、

「婚
怪
草
紙
」

で
は
最
終
段

の
踊
り
狂
う
舎
人
狐

の
ポ
ー
ズ

(図
29
)
に
使

っ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
等
の
原
血
ハは
既
に
指
摘
し
た
と
お
り

「鳥
獣
戯
画
」
丙
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図28B浮 田一慧

狐狸戯画 左幅

図28A浮 田一葱

狐狸戯画 右幅

図29浮 田一恵 姶怪草紙絵巻 第五段 踊 り狂う舎人狐達
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1<1,1A厚 田一恵 婚怪図癬風 右隻

図30浮 田一恵

狐狸戯画

右幅 落款

図32浮 田一慧

婚1蚤図屏風

左隻 落款

巻
第
十
五
紙

の
猿

(図
19
)
な

の
で
あ

る
。

つ
ま
り
同
じ

モ
デ

ル
を
使

っ
て

色
々
試
作

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「狐
狸
戯
画
」
は
右
幅
下
方

の
銘

[壬

子
小
春

一
意
齋
作
之
」

(図
30
)
に
よ
り
、
嘉
永
五
年
十
月
、

一
惹
が
松
本

に

滞
在
し
て
い
た
時

の
作
と
確
認
で
き
る
。

「婚
怪
図
屏
風
」
は
右
隻

(図
31
A
)
に
父
親
狐
と
花
嫁
狐

の
行
進
を
右
上
か

ら
左
下

へ
配
し
、
左
隻

(図
31
B
)
に
は
花
嫁
と
花
婿
狐
が
三
三
九
度
の
杯
を

交
わ
す
場
面
を
中
央

に
配
し
て
い
る
。
両
隻
と
も
そ
れ
ぞ
れ

「婚
怪
草
紙
」
第

三
段
と
第
四
段

の
場
面
に
相
当
す
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。
「婚
怪
図
屏
風
」

右
隻
は

「狐
狸
戯
画
」
左
幅
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
を
、
ジ
グ
ザ
グ
か
ら
斜
面
状
に

構
成
し
直
し
て
い
る
。
月
は
取
り
除

か
れ
、
上
下
を
金
砂
子
で
散
り
ば
め
た
雲

(
21

)

 で
囲
み
、
左
隻
と
の
関
連
を
計

っ
て
い
る
。
軸
装

の
場
合
よ
り
三
三
九
度

の
場

面
が
増
え
て
は
い
る
が
、
画
面
構
成

は

「婚
怪
草
紙
」
に
比

べ
る
と
密
度
が
低

く
、
試
作
的
性
格
が
強

い
。
し
た
が

っ
て
、
縦
長
の
画
面
と
は
ま
た
違

っ
た
大
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図31B浮 田一惹 婚1蚤図屏風 左隻

画
面
を
使

っ
て
、

一
惹
が
狐

の
嫁
入
り

の
主
題
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
た
の

だ
と
思
わ
れ

る
。
「婚
怪
図
屏
風
」
左
隻

の
落
款
書
体

=

慧
齋
漫
筆
]

(図

32
)
は

「狐
狸
戯
画
」
右
幅

の
そ
れ

に
非
常

に
類
似
し
て
お
り
、
「婚
怪
図
屏

風
」
も
同
時
期
、
即
ち
嘉
永
五
年
十
月
か
ら
翌
六
年
二
月
に
か
け
て
、
信
州
滞

在
期
の
作
と
い
え
る
。

(
22

)

嘉
永
六
年
二
月
廿
日
、
信
州
を
発

っ
て
江
戸
に
落
ち
つ
い
た

一
恵
は
、
自
ら

(
23

)

を
在
原
業
平

に
見
立
て
て
、
隅
田
川
河
畔

の
寓
居
を

「昔
男
精
舎
]
と
称
し
た
。

江
戸
滞
在
中
は

「伊
勢
物
語

・
都
鳥

の
図
」
(三
重

個
人
蔵
)
や

「紫
式
部
」

(名
古
屋

個
人
蔵
)
な
ど
古
典
に
取
材

し
た
も

の
や

「隅
田
川

の
図
」
(名
古

屋

個
人
蔵
)
の
よ
う
な
場
所
に
ち
な
ん
だ
作
品
も
描
き
、
し
ば

し
ば

「昔
男

精
舎
]
印
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
黒
船

の
来
航
と
い
う
歴
史
的
大
事

件
に
も
遭
遇
し
、
息
子
を
派
遣
し
た
り
、
自
ら
も
川
崎

へ
赴

い
た
り
し
て
描

い

た
黒
船
図
も
数
点
残

っ
て
い
る
。
絵
巻

の
制
作

に
も
積
極
的
で
、
念
願
で
あ

っ

た
訥
言

の

「勝
絵
」
絵
巻
の
模
本
を
三
十

一
年
ぶ
り
に
手
に
入
れ
、
そ
の
模
写

に
熱
意
を
燃
や
し
て
い
た
こ
と
が

[…
…
こ
の
こ
ろ
は
勝
絵

に
と
り
か
か
り
閉

(
24
)

門
申
候

二
而
と
な
た
様

へ
も
御
ふ
さ
た
致
候
…
…
」
と
い
う
言
葉
に
も
現
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
完
成

し
た

「勝
絵
」

一
巻
は
田
辺
と
い
う
嘱
主

へ
納
め
た
こ

(
25

)

と
が
同
年
三
月
二
十

二
日
付

の
書
簡

に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
、

一
惹
に
と

っ
て
精
神
的

に
も
充
実
し
て
い
た
こ
と
は
、
弟
子

の
福
島
隣
春
に
自
己
の
絵
画
観
や
絵
画
技
法
等
を
記
録
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
知

る
こ
と
が
出
来
る
。
元
来
好
奇
心

の
強

い
性
格
で
も
あ
り
、
江
戸

の
甫
掘
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で
見
聞
し
た
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
吸
収
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う
し
、

そ
れ
は
作
画
の
面
で
も

こ
れ
ま
で
に
な
い
刺
激
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
構
想
を
練

っ
て
き
た

「狐

の
嫁
入
り
」

の

主
題
の
集
大
成
と
も

い
う
べ
き
「婚
怪
草
紙
」
に
全
力
を
注
ぎ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

「婚
怪
草
紙
」
は

「狐
狸
戯
画
」
や

「婚
怪
図
屏
風
」
で
掛
軸
や
屏
風
形
式
を

使

っ
て
試
み
た

「狐

の
嫁
入
り
」

の
主
題
を
、
今
ま
で
と
は
異
な

っ
た
絵
巻
形

式
を
使

い
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
内
容
も
前
例
に
比

べ
る
と
遥
か
に
複
雑
に
な

り
、
お
輿
入
れ
と
婚
礼

の
場
面
以
外

に
、
導
入
部

の
荒
れ
屋
敷
、
第

二
場
面

の

進
物
の
到
着
と
花
嫁

の
準
備
、
最
終
部
の
逃
げ
ま
ど
う
狐
達
を
加
え
、
全
五
場

面
に
拡
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「春
日
験
記
」、
「鳥
獣
戯
画
」、
「百
鬼
夜
行
」

等
、
古
絵
巻
か
ら

の
引
用
に
加
え
、
擬
人
化
や
妖
怪
趣
味
の
風
潮
を
巧
み
に
盛

り
込
み
、
独
創
的
な
世
界
を
生
み
出
し
た

の
で
あ
る
。

作
画
期
と
し
て
は
、
帰
京
後
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が
、
旅
に
発

つ

前

か
ら
追
求
し
始
め
た
狐

の
主
題
を
信
州

で
練
り
上
げ
、
江
戸

に
着

い
て
放
置

す
る
と
は
考
え
難

い
。
ま
し
て
、
江
戸
滞
在
中
、
「勝
絵
」

の
模
写

に
没
頭
し

た
り
、
意
欲
的
に
絵
巻

の
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
熟

し
た
構
想
を

一
気
に
江
戸

で
纏
め
上
げ

た
と
考
え
る
方
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
し

た
が

っ
て
、
「婚
怪
草
紙
」
は
、
嘉
永
六
年
三
月
頃
か
ら
安
政
元
年
七
月

二
十

吉

に
江
戸
を
出
発
す
る
ま
で
の
間
に
制
作
さ
れ
た
恵

わ
雛

・

右
記

の
成
立
時
期
を
念
頭
に
置
け
ぽ
、

そ
れ
は

「婚
怪
草
紙
」
が
風
刺

の
対

象
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
皇
女
和
宮

の
降
嫁

の
議
が
内
々
論
議
さ
れ
た
安
政
五

(
27
)

年
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
よ
り
、
少
な
く
と
も
四
年
有
余
遡
る
の
で
あ
る
。
も
し
、

和
宮
と
徳
川
家
茂
の
婚
儀

に
関
す
る
情
報
を

一
惹
が
安
政
五
年

の
夏
頃
掴
ん
で

い
た
と
し
て
も
、
同
年
九
月

二
十
二
日
頃

に
は
幕
府
側

に
よ
っ
て

一
意
と
子
息

松
庵

は
逮
捕
さ
れ
て
お
り
、
入
念
に
描
か
れ
た
絵
巻
を
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の

短
期
間
、
し
か
も
慌
た
だ
し
い
状
況

の
中

で
達
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
え

る
。
同
年
十
二
月
五
日
に
は
両
人
と
も
京
都

よ
り
檻
送
さ
れ
、
十
九
日
に
は
江

(
28

)

戸

へ
到
着
し
て
、
藩
邸
に
付
預
さ
れ
た
。
安
政
六
年
十
月
七
日
、

一
惹
父
子
に

(29

)

(30

)

は
所
払
の
断
罪
が
下
さ
れ
た
が
、
判
決
書

に
は
風
刺

の
件
は

一
言
も
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
両
人
の
大
獄
連
座

の
理
由
は
、
親
交

の
あ

っ
た
近
藤
茂
左
衛
門

の

弟
、
山
本
貞

一
郎

(砂
村
六
次

の
変
名
を
使
用
)
か
ら
尾
張
、
水
戸
、
越
前
三

侯

の
謹
慎
解
除
と
越
前
侯
、
松
平
慶
永

の
将
軍
後
見
職
就
任
の
依
頼
を
受
け
、

近
衛
、
三
条
、
正
親
町
三
条

の
諸
家

へ
口
添
え
し
た
罪

で
あ

っ
た
。
以
上
の
経

緯

か
ら
も

「婚
怪
草
紙
」
は
和
宮
の
降
嫁
が
論
議
に
上
が

る
以
前

に
既
に
完
成

し
て
い
た
と
い
え
る
。

結

び

「婚
怪
草
紙
」
は
、
今
ま
で
、
皇
女
和
宮

の
徳
川
家
茂

へ
の
降
嫁
を
風
刺
し
た

絵
巻
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
は
降
嫁
と
は
無
関
係
に
、

そ
れ
よ
り
も
四
年
有
余
遡

っ
て
制
作
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
画
題

が
婚
礼
で
あ

っ
た
こ
と
、
制
作
時
期
が
降
嫁
事
件

に
近

か
っ
た
こ
と
、

一
意
が

山
本
貞

一
郎
事
件
に
関
連
し
て
、
安
政

の
大
獄
に
連
座

し
た
こ
と
な
ど
が
混
同
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「婚怪草紙絵巻」の風刺に関する一考察

さ
れ
て
、
風
刺
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
が
定
説
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。

擬
人
化
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
妖
怪
奇
異

に
対
す
る
好
奇
心
が
高
揚
し
、
そ
れ

を
幻
想
、
奇
想

の
世
界

に
繰
り
広
げ

た
絵
師
や
作
家
達
が
活
躍
し
て
い
た
時
代

を
考
え
れ
ぽ
、
「婚
怪
草
紙
」
が
生
ま
れ
る
土
壌

は
充
分
整

っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
狂
歌
や
浮
世
絵

の
世
界
に
も
共
存
し
、
当
時

の
社
会
に
培
わ
れ

て
い
た
、
洒
落
や
、
遊
戯
や
、
パ

ロ
デ

ィ
ー
の
精
神
が
作
品

の
原
動
力
と
な

っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

一
惹

の
古
典
絵
巻
か
ら
吸
収
し
た
知
識
と
相
俟

っ

て
、
単
な
る
模
倣
と
は
異
な

っ
た
別

の
世
界
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
沈
滞
し
た
大
和
絵

の
世
界

へ
新
風
を
吹
き
込
も
う
と
し
た

一
意

の

意
気
込
み
と
、
積
極
性
を
感
じ
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
詞
書
を
省
略
し
、
巧
み

な
す
り
替
え
を
早

い
テ
ン
ポ
で
繰
り
広

げ
、
劇
的
効
果
を
よ
り

一
層
高

め
た

(31
)

「婚
怪
草
紙
」
は
、
新
し
い
試
み
の
絵
巻

と

い
え
る
で
あ
ろ
う
し
、

一
惹

の
晩

年
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
。

注(1
)

辻
惟
雄

「浮
田

一
意
と
そ
の
代
表
作

[婚
怪
草
紙
絵
巻
]
に
つ
い
て
」

『在
外
日
本
の
至
宝

六

文
人
画

・
諸
派
』
毎
日
新
聞
社

昭
和
五
十
五
年
。

(2
)

東
京
国
立
博
物
館
蔵

の
模
本

(A
)
の
末
尾
に
収
め
ら
れ
た
長
沢
伴
雄

(
一
八
〇
四
-
五
五
年
)
の

[此
画
巻
に
添
る
辞
]
に
よ
る
と
、
江
戸
末
期
に

「春
日
験
記
」
が
京
の
商
人
の
手
に
渡

っ
て
い
た
が
、
勧
修
寺
経
逸
が
発
見
し

て
回
収
し
た
。
そ
れ
を
鷹
司
楽
山
が
譲
り
受
け
、
原
在
明
に
命
じ
て
模
写
を
企

画
し
、
原
本
は
神
庫

へ
戻
し
た
。
そ
の
時
の
模
写
に
一
意
も
参
加
し
た
の
で
あ

る
。
古
谷
稔

「
[春
日
権
現
験
記
絵
上
]
の
研
究
」
『続
日
本
絵
巻
大
成

14

春
日
権
現
験
記
絵
上
』
中
央
公
論
社

昭
和
五
十
七
年

参
照
。

(3
)

「虫
行
列
図
」
の
所
在
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

松
村
景
文

東
京

個
人
蔵

中
島
来
章

東
京

個
人
蔵

森
寛
斎

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ

西
山
完
瑛

同

(4
)

「金
魚
づ
く
し
」
「
ほ
う
づ
き
づ
く
し
」
「流
行
道
外
こ
ま
づ
く
し
」
は
、

鈴
木
重
三
著

『国
芳
』
平
凡
社

平
成
四
年

図
三
八
七
-
三
九
四

、
図
四

一

五
-
四

一
七

図
四

=
ニ
ー
四
一
四
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

(5
)

加
藤
康
子

「初
期
草
双
紙
嫁
入
物
の
普
遍
性
に
つ
い
て
」
小
池
正
胤

・
叢

の
会
編

『黒
本
青
本
の
研
究
と
用
語
索
引
』
国
書
刊
行
会

平
成
四
年
。

(6
)

直
江
弘
治
編

『民
衆
宗
教
史
叢
書
第
三
巻

稲
荷
信
仰
』
有
山
閣

昭
和

五
十
八
年
。

(7
)

加
藤
康
子

「狐
の
娵
い
り
」
小
池
正
胤

・
叢
の
会
編

『江
戸
の
絵
本
-
初

期
草
双
紙
集
成
』
国
書
刊
行
会

昭
和
六
十
三
年
。

(8
)

『原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典

第
九
巻

作
品
四

広
重
-
清
親
』
大
修

館
書
店

昭
和
五
十
六
年

図

一
二
六
参
照
。

(9
)

鈴
木
重
三

『国
芳
』
図
三
七
三
⊥

二
七
四
参
照
。

(10
)

「百
物
語
」
は
、
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
怪
談
を
語
り
合
う

一
種
の
娯
楽

で
あ
っ
た
。
同
好
人
が
集
ま
り
、
青
い
紙
で
貼
ら
れ
た
欲
熾
の
下
で
一
人
ず

つ

怪
談
を
語
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
百
筋
の
燈
心
が
、

一
話
終
わ
る
毎
に

一
筋
ず
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つ
消
さ
れ
て
ゆ
き
、
最
後
の
一
筋
が
消
さ
れ
、
部
屋
の
中
が
真
っ
暗
に
な
っ
た

途
端
、
妖
怪
達
が
出
現
す
る
と
信
じ
、

ス
リ
ル
を
楽
し
ん
だ
。

(11
)

『原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典

第
四
巻

画
題
-
説
話

・
伝
説

・
戯
曲
』

大
修
館
書
店

昭
和
五
十
六
年

図
三
七
二
参
照
。

(12
)

岩
井
広
実
監
修

『図
説

日
本

の
妖
怪
』
河
出
書
房
新
社

平
成
二
年

六
六
六
1
六
六
七
頁
参
照
。

(13
)

「相
馬
の
古
内
裏
」
「大
物
之
浦
平
家
の
亡
霊
」
「源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖

怪
図
」
は
、
鈴
木
重
三

『国
芳
』
図
七
〇

・
七

一
・
四
四
一
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

(14
)

高
井
鴻
山

(
一
八
〇
六
-
八
三
年
)
は
、
信
州
が
舮
謄
の
豪
商
で
、
国
学
、

和
歌
、
俳
諧
、
狂
句
、
蘭
学
な
ど
を
修
め
た
多
才
な
人
物
で
あ

っ
た
。
天
保
期
、

北
斎
と
出
会
い
、
北
斎
を
小
布
施

へ
招
待
し
た
の
も
鴻
山
で
あ

っ
た
。
北
斎
に

触
発
さ
れ
た
の
か
、
鴻
山
は
多
数
の
妖
怪
画
を
描
い
て
い
る
。

一
意
が
信
州
滞

在
中
鴻
山
の
作
品
に
接
す
る
機
会
が
あ

っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
地
方
で
も
妖
怪

画
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
小
布
施
町
教
育
委
員

会
編

『鴻
山
と
知
友
肉
筆
画
集

(第

一
集
)』
、
『高
井
鴻
山
生
誕
1
8
0
年
記

念

妖
怪
画
集
』
昭
和
六
十
三
年

参
照
。

(15
)

日
本
大
辞
典
刊
行
会
編

『日
本
国
語
大
辞
曲
ハ

第
八
巻
』
小
学
館

四
八

○
頁
参
照
。

(16
)

重
田
誠
氏
に
こ
の
本
の
存
在
を
教
示
頂
い
た
。

(17
)

近
藤
茂
雄

『贈
位
記
念

近
藤
山
本
両
志
士
小
傳
』
近
藤
家
蔵
版

大
正

十
三
年
。

(18
)

相
見
香
雨

「宇
喜
多

一
意
斎
遺
事

下
」
『国
画
』
第
二
巻

第
二
号
。

(19
)

近
藤
茂
雄

(前
掲
書
)
五
七
頁
。

(20
)

本
図
と
同
構
図
の

「狐
の
嫁
入
り
図
」
(『訥
言

一
惹
斎
清
』
名
古
屋
美
術

青
年
会

昭
和
三
十
年
掲
載
)
が
あ
り
、
そ
の
所
在
を
さ
が
し
て
い
た
が
、
つ

い
最
近

、
実

物

を

調
査

す

る
機

会

に
恵

ま

れ

た

(大

阪

個

人

蔵
)
。

こ

の
図

も

ほ
ぼ

同
時

期

の
作

と
思

わ
れ

る
が
、

や

や
即
興

的
傾
向

が

あ

り
、
順
序

と
し

て

は
、

畠
山

本

よ
り
先

に
描

か
れ
た

と
思
う

。

(
21
)

「婚

怪

草

紙
」

で
は
す

や

り
霞

と

な

っ
て
、
導

入
部

と
終

結

部

に
用

い
ら

れ

て

い
る
。

(
22
)

相

見
香

雨

(前

掲
書

)

四
四
頁

。

(
23
)

こ

の
号

は

『伊
勢

物
語

』
第

九
段

(流

布
本

)

の

「東

下

り
」

の
逸
話

に

ち

な
み
、
自

ら

を
在

原
業

平

に
見
立

て

た
も

の
で
あ

る

こ
と

は
、

一
慧

が
京

都

へ
戻

っ
て
か
ら

の
書
簡

に

「
…
…
も

と

よ
り
在

五
中
将

の
気

と

り

に
て
京

ニ

ハ

え
う

な
き

も

の

に
思

い
、

東

に
下

り
む

か
し
男

と
称

し
候

所
…

…
」

と
記

し

て

い
る

こ
と

で
も

知

ら

れ

る
。

久
保

田
満

明

「宇

喜

多

一
惹

斎

の
研

究

」

『中

央

美
術

』

一
〇
号

二
七
頁

。

(24
)

久
保

田
満

明

コ

惹

斎
研

究

拾
遺

」

『
中
央

美

術
』

第

一
八

号

昭
和

一

〇
年

七

一
頁

。

(25
)

山

田
秋
衛

『
田
中
訥

言
』

曾
保

津

之
舎

昭
和

十

三
年

一
九

四
-

一
九

六
頁

図
版

四
〇

一
意

は
そ
れ

以
前

に
も

「
勝
絵

」

を
模
写

し
、

紀
州

徳

川

家

へ
納

め
て

い
る
。

(26
)

「画

家

の
書
翰

」

『
画
断

』

四

一

大
正

四
年

。

安
政

元
年

に
出

さ

れ
た

一
意

の
書

簡

中

「
七
月

二
十

七
日

江
戸

発
足

、
其

頃

よ
り
松

庵
脚

気

に
候
得

共
、

木
曾

道
中

人
馬

役
中

、
自

ら
帰

路
野

尻
須

原
之

間

に
て
川
止

め
、
木

曾
山

崩

れ
、

人
馬
往

来

と
ま

り
、

二
十

四
日
道

中

に

て
六

月

十

九

日
入
洛

…

…
」

と
あ

る
。

七
月

二
十

七
日

に
江
戸

を
発

足

し
、

六
月
十

九

日
入

洛

と
な

っ
て

い
る
が

、

二
十

四
日
道
中

で
過

ご

し

て

い
る

の
で
、

こ
れ

は

八
月

の
間
違

い

で
あ

る
。

『
画
断

』

に
収
録

し

た
際
、

「
八
」

を

「
六
」

に
間

違

え

た

の
で
あ

ろ
う
。
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「婚怪草紙絵巻」の風刺に関する一考察

(27
)

武
部
敏
夫

『和
宮
』
吉
川
弘
文
館

昭
和
六
十
二
年
。

和
宮
の
降
嫁
の
件
は
、
朝
幕
双
方
が
、

一
方
で
は

[朝
廷
の
安
泰
を
図
る
た

め
]、
他
方
で
は

[朝
幕
間
の
緊
張
緩
和
、
公
武
融
和
]
を
推
し
進
め
る
た
め
、

同
時
に
取
り
上
げ
て
い
た
こ
と
を
念
頭

に
置
け
ば
、
降
嫁
を
幕
府
に
対
す
る
風

刺
と
み
な
す
こ
と
自
体
、
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

(28
)

維
新
史
料
編
纂
會
編

『維
新
史

第
二
巻
』
吉
川
弘
文
館

昭
和
五
十
八

年

五
六
六
-
五
六
七
、
五
七
ニ
ー
五
七
三
頁
参
照
。

(29
)

『維
新
資
料
綱
要

巻
三

自
安
政
五
年
-
至
文
久
元
年
』
東
京
大
学
出

版
会

昭
和
四
十

一
年

二
二
五
頁
。

吉
田
常
吉

『安
政
の
大
獄
』
吉
川
弘
文
館

平
成
三
年
。

(30
)

一
惹

・
松
庵

に
下
さ
れ
た
決
裁
書
を

『維
新
史
料

第
九
編
』
野
史
臺

明
治
二
十

一
年
よ
り
転
載
す
る
。久

助
借
家
響

字

喜
多

憙

螟

右
忰

同

松

庵

謹

其
方
儀
兼
て
知
る
人
浪
人
山
本
貞

一
郎
砂
村
下
次
と
変
名
上
京
致
し
尾
張
殿

水
戸
両
中
納
言
殿
并
先
松
平
越
前
守
等
御
咎
被
二仰
付
一候
以
来
世
上
騒
敷
候

に
付
勅
使
御
差
下
し
御
咎
御
免
越
前
守
に
は
御
当
代
の
御
輔
佐
相
成
候
は
〉

公
武
御
合
体
国
家
之
御
為
に
も
可
二
相
成
一候
間
右
之
趣
三
条
家
其
外
等
懇
願

致
度
候
得
共
高
貴
之
向

へ
猥
り
に
立
入
兼
候
問
勘
弁
之
上
入
説
呉
候
様
相
頼

候
迚
下
賤
之
身
分
を
も
不
レ顧
不
二容
易
}事
共
内
願
致
度
様
申
聞
候
を
如
何

之
儀
と
も
不
二心
附
二

惹
は
三
条
家

又
ハ
正
親
町
三
条
家
松
庵

ハ
清
水
成
就

院
隠
居
忍
向
相
頼
近
衛
殿
等

へ
口
入
致
遣
候
故
既
に
貞

一
郎
不
軽
儀
共
夫
々

へ
好
訴
致
候
次
第
ユ
至
り
候
段
仮
令
手
続
致
遣
候
迄
之
儀

ふ
て
右
願
意
可
レ

為
レ遂
と
彼
是
困
苦
致
し
候
心
底
に
ハ
無
レ之
候
共
右
始
末
両
人
共
不
届
に
付

所
払
申
付
も
の
也

(
31
)

鈴
木

其

一
は

「
四
季

歌
意

図
巻

」

で
在

原
業

平

の
交

野

の
桜

(春
)
、

柿

本

人

麿

の
明
石

の
浦

(夏

)
、
西

行

の
鴫
立

つ
沢

(秋

)
、
藤

原
定

家

の
佐
野

の

渡

し

(冬

)
を

そ

れ
ぞ

れ

一
巻

に

一
場

面

だ
け

描

い
て

お
り
、

一
慧

と

は
ま

た
違

っ
た
新

し

い
絵
巻

を
試

み
て

い
る
と

い
え

る
。
幕
末

の
画
家
達

の
間

で
、

彼

等

な
り

の
様

々
な
模

索
が

な

さ
れ

て

い
た

こ
と
が

わ
か

る
。

古絵巻 婚怪草紙

春 日権現験記(宮内庁本) 5巻1段 主に建物の上部に限る 1段

5巻2段 主に建物 2段

3巻3、4段 人物

3巻1、2段 建物、 人物 4段

3巻5段 建物 5段

5巻5段 逃げ る天狗

鳥獣人物戯画(高山寺本) 甲巻 尾に火を点 じた狐 3段

兎にかつがれた唐櫃

丙巻 蓮の葉 を被った蛙

牛に引かれた荷車

丙巻 逆立ちする猿 4段

丙巻 扇を持った狐 5段

木の葉を持って舞う猿

百鬼夜行図巻(真珠庵本) 最終場面 逃げる妖怪 5段

(東京国立博物館本) 鬼と兎と扇を翳 し逃

げる猿

「婚怪草紙絵巻」に引用 されている古絵巻の場面

 

付

記

本
稿
は

「国
際
東
方
学
者
会
議
紀
要
」
第
三
三
冊

(
一
九
八
八
年

東
方
学
会
)

に
英
文
で
発
表
し
た
論
文
に
、
新
資
料
を
加
え
、
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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